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野村謹券株式会社における分散処浬ネットワーク
システム

Distributed Computer Network SYStem Of Nomura Securities Co.

野村三笠券株式会社の第2次総合オンラインシステムは,拡大する証券市場で｢明

日の経営への対応+を目指すものであI),同時にシステムの拡張性,保守性を実現

するために開発した｡本システムは,"NOMURA-CUSTOMて■NomuraComputer

Utility System for TotalManagement'')と名付けられた分散処理ネットワークシス

テムである｡システムの構成は,異機種ホストコンピュータ5f了を東京に,端末

3,700台を全国の営業店約100箇店にそれぞれ設置し,これを"HIPA-NET”で接続L

ている｡また,本システムは,"HNA''概念で各種のプロトコルを設計し,ネット

ワーク資源(回線,端末)の有効利用,高い信根性の実現及び運用の省力化を図って

し､る｡

山 緒 言

野村護券株式会社の第2次総合オンラインシステムは,1976

年の計画開始以来4箇年の開発プロジェクトを終え,1980年

4月に全面積動に入った大規模分散処理ネットワークシステ

ムである｡本システムは,｢'80年代の経営ニーズ+に対応する

ために,それまでの集中形オンラインシステムから分散形オ

ンラインシステムへと設計思想を大きく変え,証券取引支援

機能の強化,顧客情報管理の推進,顧客サービスの向上及び

事務の省力化を実現した1)｡

本システムは,異機種複数ホストコンピュータによる分散

処理,"HNA''("HitachiNetworkArchitecture''),"HI弘一NET''

("HitachiPacketNetworkl':パケ､ソト交換網),証券用端末制御

装置及びパーソナル端末方式※l)の採用により実現した｡

臣l システム開発の背景と基本方式

2.1 システム開発の背景

第1次総合オンラインシステムは,1970年に稼動を開始し

た｡その後,証券市場が拡大し,しだいにシステムの老朽化

とソフトウエア開発効率の低‾Fが目立ちはじめ,ますます高

度化,多様化する経営ニーズに的確にこたえることが困難に

なった｡二の段階で,システムの再構築が必要となった｡新

システム′＼の経営からの要請は,

(1)株式,公社債の取引を,迅速かつ円滑に行なうための営

業支援機能の強化

(2)顧客情報の総合的な管理と迅速な提供

(3)顧客サービスの向上と事務部門の省力化

(4)迅速なシステム開発を可能にする基盤の軽備

の実現であった｡

また,技術的には,次の要請があった｡

(1)業務特性に応じたホストコンピュータの選択と,

ムの最適化

シス丁

※1)パ】ソナル端末方式:セ【ルスマン1～2名に､ミニビデオ1f了

を備える｡
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(2)業務の増加によるホストコンピュータ,ネットワーク及

び端末の容易な拡張

(3)ホストコンピュータの地域分散の実現

(4)システムの高度な信頼性

(5)開発効率の向上とシステム運用の省力化

2.2 システム開発の基本方針

新システムは,二の要請に対応するために,従来の集中

形オンライ ンシステムから分散形オンラインシステムへと

設計思想を大きく変え,開発の基本方針を二大のとおり設完三

した｡

(1)分散処理ネットワークシステムの機能は,複数のホスト

コンピュータ,パケット交換網,端末制御装置の3階層で分

担する｡

(2)各ド皆層の機能は,いHNA''プロトコルを設定して独立性を

保持する｡

(3)ネットワークは,CCITT(国際電信電話諮問委員会)勧告

Ⅹ-25インタフェースに準拠し,システムの拡張性を容易に

する｡

(4)重要なシステム障害につながる機器は,信束副生を向上さ

せるために,二東化又はバックアップ系を設置する｡

(5)開発効率を高めるために,標準ソフトウェアを使用し,

疫に標準化と開発環境の整備を図る｡

(6)業務は順次緒行し,システムの安定化と営業店の端末オ

ペレーションの定着化を図る｡

6】 システムの構成と特徴

3.1 システムの構成

本システムは,パケット交換装置を東京,大阪,名古屋,

広島及び仙台に設置し,48,000bps(一部9,600bps)の幹線網で

接続した｡また,各ホストコンピュータと営業店端末制御装

置は,パケ､ソト端末としてパケット交換装置に接続した｡本

システムの全体構成を図lに,ホストコンピュータ側ハード

ウェア構成を図2に,システム全体のソフトウェア構成を

図3に示す｡

*野村コンピュータシステム株式会社 **日立製作所ソフトウエア工場 ***日立製作所戸塚工場
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3,2 システムの特徴

本システムは,二大に述べるような特徴をもっている｡

(1)異機種複数ホストコンピュータによる分散処理ネットワ

ーク システム

1号機
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注:略語説明

NP(パケット交換装置)

EF2(付加拡張機構)

CCP-Ⅰ王(通信制御処‡里装置)

CD(コンソールディスプレイ)

PR(プリンタ)

LP

MT

DISC

=-一(⊃
ー…〔∃

200M′くイトノ40スピンドル

MT

DFSC

(⊃

…･-∈∃200Mバイトく26スピンドル

DISC

…-∈〕
300M′くイトり0スピンドル

MT

D【SC

･…(〕
----∈〕

200Mバイい18スピンドル

ACD(補助コンソールディスプレイ)

CR(カード読取機)

+P(ラインプリンタ)

MT(磁気テープ装置)

DLSC(ティスク駆動装置)

図2 ホストコンピュータ構成 パケット交換装置,論理チャネルは二

重化して,またCCP-Il,処理装置及び入出力装置は2号横系をバックアップ用

とLて位置付け,†言頼性を高めている｡
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熟壷

東京4

注:略語説明

NCS(NetvJOrk ControIStation)

∪-1100′

∪-1100

M-200H(日立汎用コンピュータ
HITAC M-200H)

M-170(日立汎用コンピュータ
HITAC M-170)

81(日本ユニバック汎用コンピュータ

UNlVACしト1100′･ノ81)

82(日本ユニバック汎用コンピュータ
UN】VAC U-1100′′82)

総合証券情報システムの各システムは,要求される性能,

信束副生を満足するために5台のホストコンピュータに分散し

ている｡各端末からは,全ホストコンピュータへの自由な接

続が可能である｡また,業務拡張時にはパケット交換装置を

介して,ホストコンピュータや端末制御装置の増設が容易に

実現できる｡更に,ホストコンピュータと周辺機器は,各々

バックアップ系を設置しておl),信頼性を高めている｡

(2)"HNA'',"HIPA-NET''の採用

"HNA■'の概念に準拠した"HIPA¶NET''は,異なる速度の回

線接続が可能で,大量情報の低コスト伝送が達成できる｡更

に,ダイナミ
ックル】ナング機能による回線利J弔効率の向上

と,パケット交換装置の二重化による信頼性の向上とを因っ

ている｡また,パケット交換装置,中継線(パケット交換装置

間〕,加入者線(パケット交換装置-ホストコンピュータ,端末

制御装置間)の増設が容易で,拡張性に富んでいる｡

(3)証券用端末制御装置の導入

証券用端末制御装置は,多種類の端末滋2),小規模営業店の

リモーート端末,オペレータ用ガイダンス機能及び端末制御装

置代行機能を支援している｡また,パーソナル端末方式の導

入により,マンマシンインタフェースの拡大を図っている｡

(4)｢ミドルソフトウェア+の開発

｢ミドルソフトウェア+は,図3に示すようにオンラインコ

ントロールプログラムであるTMS-4V(Transaction Manage-

ment System-4V)と,MPP(業務プログラム)との間に位置

するプログラムである｡本プログラムは,異機種複数ホスト

コンピュータの運用の一元化,省力化及びオペレータ用ガイ

※2) 多稚類の端末:ミニビデオ,ミニプリンタ,大形ディスプレイ,

ラインプリンタ,精算端末､マークカードリⅥダ,OCR(Optical

Character Reader),株式}主文伝票専用プリンタ
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図3 ソフトウェア構成 ホストコンピュータ,■`H】PA NET''及び端末制御装置のソフトウェア構成を示す｡

ダンス機能,業務共通機能の支援により,プログラム開発効

率の向上を図っている｡

(5)運用支援機能

本システムは,｢ミドルソフトウェア+により;基用を一元化

している｡また,センタからの早朝の"HIPA-一NET'',端末制

御装置の自動起動,問=按配信※3)及び"HIPA-NET”と端末制御

装置の各プログラムのセンタロード機能※4)を備え,効率の良

い運用が可能である｡

B システム設計上の留意点

本システムは,統ノ釧隼を保ち十分な拡張性を備えるため,

明確に定義されたプロトコル,障害対策及び惟能評価が不可

欠である｡以下に,システム開発過程での設計上の留意点に

ついて述べる｡

4.1 プロトコル

本システムは,図4にホすように"HNA”を基本としたプロ

トコルを定義している｡ホストコンピュータ,"HIPA-NET';

端末制御装置は,二のプロトコルにこ槙づき主として二大に述べ

るような機能をも一-ンている2)｡

(1)ホストコンピュータ

ネットワークとの接続制御･i充二違制御,メッセージ･パケ

ット変換,あて先管理,他ホストコンビュⅥタのステータス

管理及び通番管三哩

(2)いHIPA-NETl'

ホストコンビュMタ,端末制御装置との接続制御･ラ充量制

御,ルーーート制御(代替ルーートの選択)及びあて先管理

各種プロトコルとヘッダ形式
(ホストコンビュ十卜TCE,ホストコンビュ→卜

データレベルプロトコル ID ホストコンピュータ問)
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DH(Data Headeり

HB(He∂der B】ock)

TH(TransmmLSion Header)

RH(Req]eSt Response

Header)

PH(Packet Header)

DLC(Datd Llnk Cont｢OI

Header)

NH(Net〉JOrk Header)

図4 各種プロトコル

▲lHNA”に基づいて各種のプロト

コルとメッセージヘッダを定義

して,階層ごとの機能の独立性

を保持する｡

※3)間接配信:早朝,センタから端末制御装置のディスクにナMタを ※4)

送信し,昼間にライン70リンタから出力する｡

センタロMド機能:業務フリログラム,オペレータ用ガイダンス,

端末梢成などの変更時に.センタから日動的にプログラムをロー

ドする｡
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l SMR(System Management Room)

(3)端末制御装置

ネットワークとの接続制御･流量制御,メッセージ･パケ

ット変換,端末管理,あて先管理及び通番管理
4.2 障害対策

本システムは,ハードウェアの二重化又はバックアップ系

の設置,ダイナミックルーチング機能及び端末制御装置代行

機能により,信根性向上策を図ってし､る｡更に,システム状

態表示機能,切分け確認機能及び監視機能を備え,迅速な障

害対策が可能である｡

4.3 性 能

性能は,システムの処理能力,端末の応答時間,ホストコ

ンピュータの障害回復時間,メモリ･ファイル所要量などの

評価項目で検討した｡そのほかに,流量制御方式を採用し,

トラヒックが一時的に過負荷二状態になっても,システムパニ

ックとならなし､ようにした｡流量制御は,ホストコンピュー

タ,いHIPA-NETl',端末制御装置の相互間にプロトコルを設

定して行なった｡

B システムテスト

システムテストは,SST(System Simulation Test),いNNT”

(No皿ura Network Test),システム運用テスト及びシステム

安定化テストの順に実施Lた｡システムテストの基本的な考

え方を二大に述べる｡

(1)営業店を含むテストは,日常業務に支障を来さないよう

に,短期間でのテストを可能にする｡

(2)SSTの設備を十分に活用し,ハードウェア,ソフトウ

ェアの基本的な不良を絶無にする｡

(3)現地への搬入後は,システムの整合性の確認と運用方法

を確立する｡そのために,障害時のテストに重点をおき,不

良の早期摘出と障害の切分け技術の習得とを図る｡

(4)プロジェクトチーム内にテスト専従チームを設置する｡

これにより,全営業店を含めたテスト推進体制を確立し,テ

ストの効果的な実施と障害切分け技術の浸透とを図る｡

(5)本番稼動後,システムの拡張が容易にできるようなテス

ト方式を設定する｡

(6)ハイトラヒック発生プログラムを含むテスト用冶具を用

い,テスト工数の低減を図る｡
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システム管理室は,システム全体の運用

状況を統括L,必要な指示を発する｡

SMC(System Management Console):システム全体の運用,障害監視を行なう｡

NCSC(Network ControJStation Console)ニネットワークの運用,障害監視を行なう｡

HMC(Host ManagemenモCo=SOIe):ホストコンピュータごとの運札障害監視を行なう｡

TMC(Termina=uanagement Console):端末の運用,障害監視を行なう｡

図5 システムの運用 システム管理室がシステム全体の運用状況を監

視Lて,必要な指示を発する｡

田 システムの運用

本システムは,従来のオンラインシステムと比べて,多く

の異なる要素をもっている｡したがって,運用面でも新しい

管理方式,体制が要請される｡そのための機能は,次に述べ

るとおりである｡

(1)システム全体の運用監視を効率良く実施し,省力化を図る｡

(2)予防保守を含めた障害監視機能を充実して,障害切分け

と障害回復とを迅速に行なう｡

(3)統計情報は各資源で収集し,システムの拡張時期を的確

に把握する｡

具体的には,センタ内にシステム管理室を設置し,ネット

ワーク管理者をおいて統合的な運用管理を行なう｡また,営

業店側にはオンライン管理者をおき,端末制御装置や端末の

管理と催札上の指導及び障害時の対応を行なう｡図5に,シ

ステム全体の運用について示す｡

l】 結 言

近年,新しい技術の動向として,コンピュータネットワー

クシステム,分散処理システムが話題になっている｡本シス

テムは,"HNA''の概念を初めて具現化した本格的な大規模

分散処理ネットワークシステムであり,"HNA';`■HIPA-NET''

の有効性を実証した｡現在,野村護券株式会社では,オフィ

スオートメーション化と海外ネットワークシステムの構築を

急いでおI),本システムで習得した技術をもとに計画を進め

てし-る｡

終わりに,本システムの開発に御指導と御協力をいただい

た関係各位に対し,深く感謝申し上げる｡
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